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第１部 演奏解析ツール開発の現在
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第２部 演奏解析で読み解くテンポ・ルバートの実践分析
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主催：科学研究費 基盤研究(B)
「20世紀前半の歴史的演奏とピアノロールの演奏解析によるルバート奏法分析 」   
  （2022年〜2026年度、研究代表者：鷲野彰⼦）
助成：⽇本⾳楽学会 協⼒：⼤阪⼤学⾳楽学研究室
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演奏を読む
演奏解析ツールと演奏解析によるテンポ・ルバートの実践分析

時間：12:00〜（18:00終了予定）
場所：中之島芸術センター「スタジオ」
（⼤阪⼤学中之島センター3階）
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シンポジウム

「ルバートで演奏する」とは？
ホロヴィッツやバックハウスらはどのように演奏したのでしょうか。本シンポジウムでは20世紀前半
の歴史的録⾳やピアノロールに残された演奏から、ルバート奏法の実態を明らかにします。また、演
奏解析のためのツール開発の最新情報や課題についても国際的な顔ぶれの登壇者が議論を交わします。


